
重点目標 努力点 平均

1 学校教育目標を全職員が共通理解し，具現化のための共通実践がなされている。 3.0

2 前年度・前学期の教育活動の成果や課題を，改善点として生かしている。 2.8

3 授業時数を確実に確保し，教科の進程は計画通り実施している。 3.2

4 学校行事や教科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間の工夫と改善に努めている。 3.1

校訓の実現 5 教育活動を通して，本校の校訓『やればできる』『自主，気魄，創造』の実践化を図っている。 3.0

6 生徒や地域の実態等に応じた「生きる力」を育む特色ある教育課程を編成･実施し,その適切な評価と改善に努めている｡ 2.8

7 学級・学年通信・学校便り等で学校の積極的な情報提供に努めている。 3.3

8 PTAや地域の行事に進んで参加し，その情報を教育活動に生かしている。 2.8

9 基本的な授業のしつけの定着を図り，自らすすんで学習する態度の育成に努めている。 3.0

10 「学ぶ力」の育成と｢分かる授業｣を目指した学習指導法の工夫・改善等に努めている。 3.0

11 学習目標を板書し，基礎的・基本的な内容の確実な定着及び活用力の向上に努めている。 3.1

12 教材の精選や工夫，個に応じた指導の充実に努めている。 3.1

13 生徒の学習状況を適切に評価し，指導と評価の一体化を図っている。また，適切に自宅学習の課題を与えている。 2.9

14 情報活用能力を育成しつつ，モラルに配慮しながら，ICTを活用した教育活動を推進している。 2.8

15 生徒指導方針を共通理解し，教職員一体となった生徒指導体勢が確立されている。 2.9

16 基本的生活習慣を定着させ，規律の確立と自主的行動力の育成に努めている。 2.8

17 いじめや問題行動，不登校問題に迅速かつ適切に対応・支援する校内態勢ができている。 3.0

18 教育相談や日常観察，生活の記録等を通して，問題行動やいじめ，不登校の早期発見と防止に努めている。 3.1

外部機関等との連携 19 家庭・地域や関係機関，ＳＣやＳＳＷ等との緊密な連携を図り，指導効果の向上を図っている。 3.0

20 道徳科の目標に即した授業（考え・議論する道徳）の実践に努めている。 2.9

21 福祉・ボランティア等の教育活動を積極的に取り入れ，ボランティア精神の高揚を図り人間的な心のふれあいを深めている。 2.6

22 学級活動を計画的に実践し，生徒が主体的に生活の充実と向上を図ろうとする態度を育成している。 2.9

23 学校生活の充実と向上を目的とした主体的に参画する生徒会活動の充実に努めている。 2.8

24 基本的人権を尊重し，一人一人を大切にした教育活動や人権感覚を育む指導に努めている。 3.0

25 人権同和教育についての研修を深め，教科・領域指導，学級経営を通して人権同和教育を推進している。 2.8

読書活動の充実 26 読書指導を充実させ，読書習慣の定着を図っている。 3.0

27 教科体育や部活動の充実を図り，体力の向上や運動やスポーツに親しみ・実践する能力の育成に努めている。 3.0

28 健康教育及び保健学習の充実を図り，健康で安全な生活を創造できる資質や能力の育成に努めている。 3.0

29 安全点検・安全指導を充実させ，校内や登下校時の安全確保に努めている。 3.1

30 学校生活における危機管理体制を確立し，生徒の事故防止及び安全管理・確保に努めている。 2.9

保健指導の徹底 31 計画的実践によって，保健指導の充実（性に関する指導やう歯治療等）を図っている。 3.0

食育の充実 32 食に関する指導の充実を図ると共に，適切な給食時間の指導の充実（残食一割減運動等）に努めている。 2.8

33 教科部会や領域部会を充実させ，指導内容や指導法の研究を推進している。 3.0

34 研究主題や研修計画に基づき，研修が推進され，充実が図られている。 2.9

35 授業を通した研修，生徒指導や特別支援教育に関する事例研究を重視した研修を推進している。 3.0

服務規律の厳正確保 36 事務の適切な遂行，情報管理等を含め，服務規律の厳正確保に努めている。 3.2

校外研修の充実 37 研修成果が教育活動の中で活用されている。 2.8

38 特別支援教育に対する理解を深め，コーディネーターを中心としたサポート態勢ができている。 2.7

39 交流学級との連携を密にし，交流学習の充実を図るとともに，養護学校等との交流教育の推進に努めている。 2.8

40 各学年段階に応じた進路指導を計画的に実践している。 3.0

41 進路情報の収集と活用を図り，進路指導を充実させ，進路選択能力の育成に努めている。 3.0

42 キャリア教育講演会や職場体験学習等の啓発的体験活動の工夫と充実に努めている。 3.1

43 身近な事象に着目させ，全教育活動全体で環境教育（ISO活動等）に努めている。 2.7

44 ごみの分別や体験活動（PTAリサイクル等）を通し，意識や行動力（ゴミステーションの運用等）を培っている。 2.7

45 清掃美化の徹底を図り，掲示活動等を充実させ，環境整備や美化に努めている。 2.8

46 健康に留意するとともに，適正な勤務時間管理（業務改善の意識化）に努めている。 2.8

47 業務の簡素化・効率化を推進するとともに，定時退校日や週2日ノー部活動の遵守に努めている。 2.7

教育目標・経営方針

教育課程の実現

特色ある開かれた学校
づくり

１：改善が必要　２：やや改善が必要　３：おおむね良い　４：大変良い

５　教職員の
資質の向上

校内研修の充実

６　その他

特別支援教育の充実

キャリア教育の充実

環境教育の推進と環境
の整備

業務改善の推進
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※各項目については全校的視野に立って評価してください。

４　学校体育
や健康教育・
安全教育の充
実及び食育の
推進

 体力の向上と健康教育
の充実

安全指導と事故防止の
徹底

２　確かな学
力の育成

基礎的・基本的な知識
及び技能の定着
思考力・判断力・表現
力等の育成

指導法の工夫・改善

３　道徳教育
と人権教育の
充実を基盤と
した積極的な
生徒指導の推
進

生徒理解に基づく生徒
指導の推進

いじめや暴力行為等の
問題行動を許さない学
校　不登校生徒への支
援

道徳教育の充実

特別活動の充実

人権同和教育の充実

評価項目

１　特色ある
教育活動の推
進


